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  図 2 水浸時間と圧縮強度 

図２に示すように、水浸時間が長いほど高強度にな

ることが確認できた．そこで，木灰を 12 時間水浸さ

せた混合セメントに，従来の研究で高強度が確認で

きたポゾラン質材料のしらすを混合した混合セメン

トで供試体を作製した。図２に示すようにしらすの

混合量は、30%である。この供試体は養生 1 カ月で

40N/mm2 を超える高強度を得ることができた．これ

は水浸処理により木灰中の空隙が減少し，膨張が抑

えられたためと考えられる． 

4. 強度特性 

表 3 に示す混合割合で混合セメントを作製し，表 4

に示す条件で 3 種類の硬化体を作製した．作製条件

として No.3 のみに，混合セメントに対して 30％の

しらすを添加混合した．なお，木灰は水浸処理を 12

時間行った．No.1 と No.2 の硬化体で強度試験を行

った．図 3 に廃石膏の混合割合と圧縮強度の関係を

示す．図に示すように廃石膏の混合割合の増加に伴

い，圧縮強度の低下が見られた．これは廃石膏の混

合割合を 2 倍にしたことにより，早期にエトリンガ

イトが多く生成されたためだと考えられる．強度は

低下するが，エトリンガイトの生成により木灰や廃

棄物に含まれる重金属がエトリンガイトに取り込ま

れるので重金属類の溶出量は小さくなると考えられ

る．そこで廃石膏の混合割合を 8%で、ポゾラン質材

料のしらすを添加混合したNo.3の硬化体を用いて圧

縮試験を行った．図 4 にしらすの混合割合と圧縮強

度の関係を示す．図に示すようにしらすを添加混合

することで圧縮強度が増加することが確認できた． 

5. まとめ 

本研究では木灰の他に様々な廃棄物やセメント，

しらすを混合することで，高強度のコンクリートを

作製することができた．これにより，木灰を主原料

とした混合セメントの開発の可能性を見出すことが

できた． 

表 3 混合セメントの混合割合(％) 
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全体を 100 としたとき 
廃石膏以外

に対して 

木灰 セメント 石炭灰 骨灰 廃石膏 

1 

60 24 8 8 

4 

2 8 

3 8 

表 4 硬化体の作製条件(％) 
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図3 廃石膏の混合割合と圧縮強度

0

10

20

30

40

50

0

10

20

30

40

50

No.2 No.3

圧
縮

強
度

(N
/m

m
2 )

し
ら

す
の

混
合

割
合

(％
) しらす

1ヶ月強度

3ヶ月強度

図4 しらすの混合割合と圧縮強度
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